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灯火に飛来 した岩湧山の甲虫類について-2-

木村裕、林靖彦、野村英世、

伊藤建大、小林卓、今井義則、

仁科成行

V  調査資料の報告 と解説

(21  ヨガンラミズムンЯtt  Ha■ ip■ ida e

種の同定は佐藤正孝氏にお願いした。

1,  Pe■ tod7tes intermeditls SHARP,  コガ ン ラ ミズ ム ツ

13)  ゲンゴロウЯtt  D7tiSCidae

種の同定は佐藤正孝氏にお願いした。

と。  Gヒ ignottぇ 8 japOnictle sEARP,,チ ピグン とデロ ウ

2,  La CCophi■ tた s diffici■ is(】 HARP, ノブ ゲ ン ゴ
=:ウ

3.  Laccophi■ tl s  ■0'isitls SHARP,  サタテ ナ ミツプ ゲン ゴロ ウ

4. P■ atamb呪 s piCtipennis sHARP,  モ ン キマ メ グyゴ ロ ウ

5  Rhantu8 1)硯 ■Verostls s T]PHFNS,  ヒメ ゲン ゴ ロウ

6.  H7datiC咀 8 わ0帝rinsi C LARK,  ン マ グン ゴ ロ ウ

7.  H7datic吼 s srammicus(}]RMAR,  ヨン マ ゲン ゴ ロ ク

141  ミズスマン科  Gyrinidae

種 の同定 は佐藤正孝氏 にお願 いした。

1. G7rinu8 japOnictls SHARP,  ミズ スマ ツ

eyrintls sestroi Rコ (】 IMBART,  ヒメ ミズス マ ン2.

15)  ガムン科  H7drophi■ idao

種の同定は佐鍵正孝氏にお願いした。

-2-



1,  cercyon qtlisqヒ ￨■ 1硯S LINN],  キ′` ネケィガ ム ン

2, Cer070n o■ ibrtls SHAR:P,  ァ カケンガム ン

3.  CercyOn settl■ o8uS SEARP,

4.  OOS tern阻 m sorex sHARP,  ホ ノ ケ ツ ガ ム ツ

5  Cryptop■ otlrun suわ ti■ e SHARP, セマルケツガムツ

6. Laccobi硯 8 bedO■ i SEARP,  ン ジ ミガ ム ン

7.  HO■ OChares  ■ewisi阻 8 SHARP,  ル イ ス ヒ ラ
=タ

ケ ン ガ ム ツ

8. ]no chrtis sintl■ane sHARP,  キ イ ロ ヒ ラ とタケ ン フげム ツ

9。   St・ erno■ oェ)htle rufipes I「 ABRICIUS,  ヒ メ ガ ム ツ

10.  H7α rophi■us actlminattls MOTSCHULSKY,  ガ ム ン

11.  Hydrophi■ tls affinis sHARP,  コガ ム ン

12,BOr ost18  ■ewisitぇ s sHARP,  トゲ′ヾ ゴマ フガム ツ

13.  Resinbartia prof比 nda sHARP, マメガムツ

12)コ ガンラミズムン科

計

0)ゲ ンゴロウ科

1 ミズ ス マ ツ 1 3 1 2 1

2 ヒ メ ミズ ス マ ン 1 1

8

Ⅳ

・６

＝
路

Ｖ

望

Ｖ

２．

Ｖ
路

Ⅵ

・８

Ⅵ
％

VI

17

Ⅶ

路
阻
・３

Ⅷ
拗

Ⅸ

Ю

1 ヨガンラミボムン 1 1

1

2

チ ビゲン ゴ ロ ウ 1 3 31 8 43

ツプ ゲン ゴ ロ ウ l 1 2

3

4

」タテ ナ ミツプ ゲン ゴ ロ ウ 1 1

モ ン キマ メグ ン ゴ ロ ウ 10 l 11

5 ヒメ ゲン ゴ ロ ウ 2 1 3

6 ツマ ダン ゴ ロ ウ 1 1 2

7 コンマ ダン ゴ ロ ウ 1 2 2 4 14 囲

(4)ミ ズ スマ ン科

-3-



Ⅳ

お
Ⅳ
路

Ｖ

・４

Ｖ
狙
Ｖ
路

Ⅵ

・８

Ⅵ
あ

Ⅶ

・７

Ⅶ

路

Ⅷ

Ｂ
Ⅷ
釣

Ｘ

ｌ０

1 キバネケンガムツ 7 35 l 43

2 アカケンガムン 16 138 1 18 173

3 c. setu■ o s t1 8 10 1 ll

ホ ノケンガム ン 1 1

セマル ケ ツガ ムン 2 9 2 3 幻 2 4 42

6 ン ジ ミガ ムン 2 酪 55

ルイスヒラタガムシ 1 1

キイロヒラタガムン 1 4 5

9

10

11

ヒメガムン 2 15 11 28

ガ   ム  ン 1 1

ヨガムツ 1 1

12 トゲバゴマンガムシ 2 508 71 2 6 5 Ю 4

13 マメガムン
￨

4 4

(51  ガムィ科

グンゴロウ科  飛来個体数 r種類数)の季節的変化と時間帯

計

4

5

7

8

“
⑦

月 日

時
Ⅳ
16

Ⅳ
23

V
14

V

21
V
28

Ⅵ
18

Ⅵ
25

VI

17
Ⅶ
23

Vl阻

13
Ⅷ
拗

IX

10 計

7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 10 13

8 0 0 2 0 0 0 3 0 1 2 3 2 13

9 0 0 1 0 0 0 14 0 0 3 0 1 19

10 0 0 0 0 1 2 1 19 3 0 0 26

11 0 0 0 0 0 0 6 2 0 1 9

12 5 5

計 0 0
3
(3)

0 0
1

(つ

19

(61

1

(1)

エ

(3)

31
(1) あ1為

-4-



飛
　
来
　
率
鯵

ガムツ科  飛来個体数 r種類数 )の季節的変化 と時間帯

ガ ム ン科 の飛 来 時 刻 グ ン ゴ ロ ウ 科 の 飛 来 時 刻

かヽ

9     10     11

-セ
マ アレヶ ンガ ム ン

ー ーーーーア カケ ンガ ム ン

－―十 一ヒメガ ム ン

ヽ

ヽ

く

半

時 8 7時 8  9 ユ1   12

コ ンマグ ンゴロウ

ユ1    12

ユ

飛
　
来
　
率
鯵

日寺   8     9      10   11 7時  8  9

-5-

月日
時

Ⅳ

お
Ⅳ
器

Ｖ

盟
Ｖ
狙

Ｖ

２８

Ⅵ

お

Ⅵ

％

Щ

・７

Ⅶ

２３
Ⅷ
・３

血
郷

Ⅸ

ｌ０ 1計

7 0 0 0 0 0 2 1 0 0 17 3 % 49

8 0 0 0 0 0 30 159 2 4 5 16 6 2

9 0 0 1 0 0 88 107 0 0 2 7 1 邪

Ю 0 1 0 0 273 40 0 l 3 l 0 319

0 1 0 152 7 0 1 2 0 0 1(B

12 0 0

計 0 0
３

動 0 0 閉
⑥

翻
⑨

２

い

６

９
鶏
⑤

〃
⑤

３３
０

朗
的

′

／
″

モ ンキマ メゲ ンゴロウ



飛

来

`140

,ノθ
〔
::

7僻手 7時 8 10    11   12

チ ビグ ンゴロウ

ガ ム シ科 デ

グ ンゴ ロ ウ

(3(l

十一―― C.setu■ osus
~―十一 トグ′ミゴマ フガ ム ン

ガム y科
′/、

(30

(10

飛

来

個

体

数

(郷)

(10)

//グンゴロウ耕、
＼ヽ

利ヽ

飛来時刻と飛来1価`体教
後

日没時亥Jとテ時来個体数

()内はグンゴロウ科の飛来個体

r考  察〕

ガムン科の飛来個体数は6月 中 ￨十旬に全体の電

"0笏

が集中してぃる。 7:月 は

ごくわずかしか飛来しないが、 8月 中旬以後にも約 30頭ほどの飛来がみられるも

飛来個体数の増減は発生時期と非常に関係があると考えられるが、それ以外に実

施時の平均湿度が80″以上あるょうな蒸し暑い耳に個体数が非常に多いことは

-6-



気象条件にもある程度左右されると思われる。次に種類別にみると、春期のみ

に出現する種はルイスヒラメガムン、初夏のみ出チ見する種はキパネケンガムツ・

co s e ttt■ Osus・ ッジミガムツなどで、アカケンガムン・セマルケンガムン・

トグパゴマフガムンは初夏から秋まで長鬼月間にわた り多数飛来している。また

大形のガムン類
`ガ
ムン・ ヨガムン)が少ないのは調査地付近に大きな池や沼

がないためであるう。

さらにガムン科の飛来時刻を調べ ると、セマルケンガムン・アカケンガムン・

ヒメガムンは日没後から2時間以内に、ツジミガムン・キバネケツガムンは日

没 1時間後から3時間後に、 C.S e ttt■ osus・ トゲバゴマフガムンは日没 2時

間後から4時間後に各々総飛来個体数の 80笏 以上が飛来 している。 このよう

に種によつて飛来時刻が異なつていることは非常に興味深ぃ。

グンゴロウ科では飛来個体数が少ないので考察するほど充分な資料はないが、

ガムン科 と比較すると下記の点をのぞき他はほとんど類似する。 f特に飛来時

刻や発生時期の様子〕これは生活環境が非常に似ているためであろう。

(1)発生時期がガムン科 より少し遅い。

12)ガ ムシ科が非常に少ない 7月 23日 にグンゴロウ科では飛来個体数の

最高値を示す。

ミズスマン科もグンゴロタ科 と同様に資料が少ないので考察が困難だが、ガ

ムン科 と同じような傾向がみられる。       _       r野 村 )

(6)ム クゲキノコムン科  Pti■ iidao              
｀

種の同定 は沢田高平氏
`1,2)、

久松定成氏 131に お願 い した。

1.  ACrotrichis sp.

2.  ACrotrichis sp.

3. ACrotrichis  ■ewisii MATTHEWS,  ム ナ ビ ロム ク グ キ ノ コム ツ

(71  タマキノコムン科  Leiodidao

種の同定 は久松定成氏にお願いした。

-7-



1.  CO■ enis

2,  Cyr tt18 a′

sp.              1             ,   I   ●

3aponica cHAMPION,  チビとタマキノヨム、ツ

(8)  ンiデ ムンЯtt  Si■phidae

これらの種は我々で同定した。

1. Necrodes asiatictた s PoRT]VIN,  オ オモ モ ブ トン デ ム ン

2,  NiCrOphOr硯 8 qtladriptlnCtatus KRAATZ,  ヨ ツボ ツ モ ン ン デ ム ン

3.  NiCrophortts mactぇ ■ifrons KRAATZ, =エ モ ィ ン ￨デ ム ン

(9)  ア リヅカ ムン刀斗  PSe■aphidae

種 の 同定 及 び解説 は沢 田高平 氏 に お願 い した。

1.  TriOmicrtをS prOterv阻 s sHARP,  マル ム ネア リゾカ ムン

2.  Trieselと ltぇ s a■ ienns SHARP,  ナ ミエ ンマア リゾ カ ム ン

3.  Tri8Sent18 8p.

」EANN]L tt f1 9 49 ,  R 324)に よ る と、 Tri88em阻 8 属 t■ 位

置 すべ きものであるが、雄生殖器 は一対の突起を具 え、 さらに側片がない。

そのほか口器について T.a■ ienus sEARP  と比卓ンr遣 す ると、相当な違いが

認め られ る。 いづれにしても既知種にない特徴が見られ る。

.4,POr odOrtts meditts SHARP,ク ツヒグア リゾカムン

(6)ノ ム ク ゲキ ノヨム ツ科

1 co■ enis sI).
￨

￨￨ l l

2 チ ピ
=タ

マ キ ノ コ ム ン 1 2 4

Ⅳ

・６

Ⅳ
努

Ｖ

望

Ｖ
，

９．

Ｖ
囲

Ⅵ
お

Ⅵ
％

Ⅶ

・７

Ⅶ

愛

Ⅷ

・３
硼
拗

Ⅸ

ｌ０ 計

1 ACrotriChis sp. 1 1

2 ACrotrichis Sp. 2 2

ム ナ ビ ロ,ム クグ キ ノ コム ツ 1 1 2

(7)=タ マ キ ノ ヨム ン科
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山
Ｈ
檸

Ⅳ

囲

Ｖ

・４

Ｖ

塞

Ｖ

２８

Ⅵ

お

Ⅵ

２５

Ⅶ

”

Ⅶ

塞

Ⅷ

Ｂ
Ⅷ
郷
Ⅸ

Ю 計

1 オ ォ モ モ ブ トンプ ム ツ 1 2 2 2 4 16 2 13 42

2 ヨ ツボッモ ンンデ ムン l と 1 3

3 マエモ ンンデムツ 2 2

(81  ンデ ム ツ科

(91  ア リヅ カ ム ン科

1 マル ム ネア リジカムン ￨￨￨ 8 8

2 ナ ミエ ン マ ア リゾ カ ム ン 3 2 6 11

3 Trissemn3 8ュ 1 2 3

4 クン ヒゲア リゾカムツ 1 l

ンデムシ科 ンデム ン科

飛

来

個

体

数

ア リヅカム
＼ ア リヅカム
＼

飛来時刻と飛来個体数 日没時刻とノl竜来個体数

r考  察 )

上記の 4科はいずれもデーターが少なく考察できないが、ア リゾカムツ科の

飛来日寺刻は後述のハネカクツ科に酷似する。

f10'   ハネカクン刀斗  Staph7■ inidae

種の同定及び解説は林靖彦・伊藤建夫による。

1.  Anthobium sp, ?

所属には誤 りはないと思 うが、頭、胸部を欠 くため、種の決定は出

-9-



来 なか つた 。

2.  Carpe■ imus rs.stF・ 〕 Vasns sHARP,  ェ セ ユ ミセ ミ ノハ ネカ クン

3,  Carpe■ intぇ 8〔So Str。 ) sp。

4.  Carpe■ imus r3,Str.〕  sI).

5 0Xyte■ us rs,str.)Fertlsine阻 8 KRAATZ,コ グチ ヤセ ス ジハ ネ

ク ツ r新称 〕

6. Paoder阻 s ftぇ scipes cURTIS, ァ オバ ア リガ
=タ

ハ ネカク ン

7. LithOCharis nisriceps KRAATZ,  ク ロズ トガ リハ ネカ クツ

8.  AChenomorph硯8 ■ithOCharoides sHARP,  ク ロェ セ トガ リタヽ ネカ

ク ツ

9. ISOChei■呪8 Staph7■ inoides KRAATZ, ニ セ トガ リハ ネ カ クツ

10,  Neoわ isnilis ptlmi■ tl s〔】HARP, ア カ′くヒメホ ノハ ネカ クン

11.  Phi■ Onthtle rs.str.〕  tardtts KRAATZ, ヘ リア カツ` ヨガ ン ラハ ネ

カ クツ

12, Phi■ ontht18 fBiSnius〕  gerican3 SHARP,  キ ヌ ヨガ ン ラ′ヽ ネカ ク

ツ

13. Phi■ onthtls fBisni堕 8)  ■Onsicernis sT]PH]N,  ヒグ ナ ガ ヨ ガ ン

ラハ ネ カ ク ン

14. Phi■ onthus tBisni■8)  ■OWisin9 8HARP,  ドゥガ ネ ヨ ガ ン ラ タ` ネ

カ ク ン

従 来 R aenoiponnis BOHl]MANNの  Synon7m  と し て扱 わ れ る こ と

が 多か つた が、 独 立 種 と考 え られ る。 近 似種 が数 種 あ り、 今 後 の検討 を

要 す る。

15  Phi■ Onthus CBisnit18) S tl■ Cifrons SHARP,  ミ ノズ ヨガ ン ラハ ネ

カ ク ン

16. Ontho■ estes sraci■ is SHARP,  サ ビハ ネ カクン

17.  EttC ibde■ 呪s japonicus sHARP,  ′ヽ イ イ ロハ ネカ ク ツ

18.  印ueditlS ttiCrosanrtls) s intl■ ans SHARP, ク ロツヤ ム ネハ ネカ

-10-



クツ C祈朝耐

19:  SOpedophi■ tlS serコBnヒ s sEARP,  ムタゲヒメキノヨハ ネカクツ

郷,  Fa■ agria concinna IBRICHSON,  ア メイ ロセ ミ ゾハネカクツ

今 まで本種 として芋及われてきた邦産種には 2つの系列が含 まれている

ように思われ る。 その 2つのいづれの系列にもそれぞれ酷似する若干 の

型が含 まれているので、現在正確 な種名の決定 は困難である。

21。  Myrmecocepha■ tts sapida sHARP,  キパ ネセ ミ ゾハネカクン

かつて日本の コa■agria属 として扱われて きた種類 は、 Pa■ asria属

か らM7rttecOcepha■ 阻8属の分離 とともに、各 々の種の所属が混乱して

いるようである。 これ らの種類 は頭部及び前胸背の表面に光沢のある一

群 と光沢のない一群 f顆粒状の微細構造による)に分 かれ、前者が Fa―

■agria属 で あ り、後者が M7rmcocepha■ tt s属 で あると考 えられ るが、

早急に検討 を要す る。                 ′

″. IS Chnopoda CPh7■ hysra) distans sHARP,  ゥスチヤパ ネチ ピハ

ネカクツ f新称 )

23. ISChnopoda rs.str.) viVida sHARP,  ゥスァカチピハ ネカクン

r新称 )

原 記載以降記録がないように思われ る。又模式標本の産地の記載 もな

いので、本邦に産す ることを再確認す るとともに、 これが本州か らの最

初の記録で あろ う。触角及び腹部の色の変化 はかな り大 きいので、 より

多 くの個体を比較検討 しなければな らない。、

24.  ISChnopOこ a gュ

%  ISChnopoda ? sp.

%。  MyrmedOniae sen. sp.

Te trabothrtts属 もしくはその近縁属 と思われる。
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r10)ハ ネ カ クン科

6

5

7

9

3

＝

・６

Ⅳ
熔

Ｖ

望

Ｖ

肌

Ｖ

顔

Ⅵ

お

Ⅵ

％

Ⅶ

・７挑四郵計

1 Anthobium s「L ? 1 1

2 ェ セ ユ ミセ ミゾハ ネカ ク ツ 6 3 2 2 13

3 carpe■ imtts sュ 1 1

4 carpe■ intls sp. 2 3 5

コ グチ ヤ セ ス ジハ ネカ クツ 1 1 1 3 6

アオバア リガタハネカクツ 7 7

ク ロズ トガ リハ ネカクツ 1 4 1 1 1 2 2 12

クロエセ トガ リハネカクツ 1 1

ニ セ トガ リハ ネカクン 1 1 2

10

11

ァ カ バ ヒ メホ ノハ ネ カ クン 1 1 1 3

ヘ リア カバ コガン ラハ ネカクツ 1 1

12

13

キヌコガツラハネカクン 13 26 2 2 l 44

ヒゲナガコガツラハネカクン L“ 28437 11 5 5 3 生54

14 ドウガネヨガンラハネカクツ 43 17 48 4 1 l13

15 ミゾズヨガンラハネカクン 1 1 2

16 サ ピハ ネカ ク ン 1 1

17 ハ イ イ ロハ ネカ ク ツ 2 7 3 12

18 ク ロツヤム ネハ ネカ クン 1 1

19 ム クゲ ヒメキノヨハ ネカ クツ l 1

閉

21

ア メイ ロセ ミゾハ ネカ クツ 1 1 2

キバ ネセ ミゾハ ネカクン 3 1 1 5

22 ウス チ ヤバ ネチ ビハ ネ カ ク ツ 1 11 2 3 1 1 8 野

23 ウスア カチ ビハ ネカクツ 3 3 4 10

24

25

26

Ischnopoda sp. 2 1 1 4

Ischnopoda ? sp. 1 1

Myrmedoniae sOtt sp. 1 1

-12-
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16
lV

路
V
14 ll挑 1払

Ⅵ
25

1狙

17
靴
路

平担
13 卵
｀
1島 計

7 0 1 2 0 0 3 l 1 0 10 13 12 43

8 0 0 0 0 切 閉 91 61 4 1 3 613

9 0 0 0 0 2 39 1 1 1 0 1 46

10 0 0 0 0 3 6 0 6 0 0 1 ユ↑D

11 0 0 0 5 2 0 2 2 0 ≧ 12

12 0 ０

計 0
l

(D
2
121

0 1

0)
140
Fll)

374
flo

98
(91

70
(91 澄h

14

(61

18

(61

730
(26)

嗣
　
　
　
　
．　
　
郷
　
　
　
　
　
　
Ш

ハネカタツ料  飛来個体数 r種類数)の季節的変化と時間帯

()内 は種類数

種類数 10

20

″  X́
X― ___x―

´   ＼

菱文  
入~

個 体

ユヽ、

日日
14 21 28
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:    ■ト

飛

来

個

体

数

ハネカクン科

飛来時亥Jと 飛渫個体数

ハ ネカクン科

日没時変Jと飛来個体数

I時
没
後

平哲鰈男灯
/E鶏繁

p

f考  察 )

○  灯火に飛来しうる最 l氏気温は 20℃ 前後である。湿

度による影響ははつきりしない。

○  他の甲虫と同じように風が強いと飛来数は著しく減

少する。

○  一般に日没後 2時間以内に総飛来個体数の 90%以

上が飛来し、 3時間以後では急滅した。 (た ゞしCa―

rpe■ i mtts属 は夕」外)

o  水辺に棲む Carpe■ imustt f2～ 4〕 の飛来時刻が遅いのは水系までの距

離 r飛距離)が関係 しているのか、又は生理的なものか甥 らかでないが、ガ

ムツ科などの水柱甲虫などの様子を参考にすると、後者の方が関係あるよう

1に思われ る。

①  季節的変化をみると、飛来個体数では6月 下旬にピークが認められ、種類

数では 6月 下旬及び 8月 上旬の 2回 ピークがある。

O  四季を通じて昼間の野外における観察より醗生のピークや発生回数と灯火

飛来の相関は把握出来なかつた。 (夕」えば、ヒゲナガコガンラハネカクンは

Ⅵ

・８

Ⅵ
％

Ⅶ

路
Ⅷ
・３

計

困 0 0 0 0 0

8 0 0 0 0 0

9 0 4 0 0 4

10 2 1 4 0 7

11 4 1 1 2 8

計 6 6 5 2 19

-14-



野外で常時見られる。)一

〇  灯火に飛来する個体数及び種類数のピークと年間を通じての発生回数、時

期との相関は昼間の資料が不足しているため断言と巳来ない。しかし灯火への

飛来状況は成虫出現期の目安となりうる。

O  これらの種の昼間の棲息環境
`採

集される環境)は 種 々雑多である。

Anthobittm sp.・ ハ ィ イ ロハ ネ カ ク ツ・ ク ロ ツ ヤ ハ ネ カ ク ツ等 は 主 に 業 上 や

花上に、 Carpe■ ittn s属 は水辺に、そしてその他は腐植質・畑・叢の中に見

られる。                       r林 ・野村 )

`11)ク
フガ=タ

ムン科  LtlCanidae

クフガタムツ科は明 らかな種なので我 々で同定 した。

1.  Ltlc antls ma ct■ ■ifemorattls MoTscHULSKY,  ミヤ マ ク ワ ガ !タ

2. Prosopocoi■ ns inc■ inattls MoTscHULSKYぅ  ノ ヨ ギ リク フ ,ガ
=タ

3.  Nipponodorctts rtlbrOfemorattts vOLLコ NHOV]N,  ア カ ア ン ク フ

ガ タ

4.  Macrodorctぇ s recttぇ s MOTSOHULSKY, コク ヮガタ

(12)コ ガ ネム ツ潟「 S Carabaeidao

種 の 同定 及 びそ の解 説 は三 宅義 一氏 に お願 い した。

1.  AphOdilュs tlrOStisma HAROLD,  フチ クマ グ ノ ヨガ ネ

2. AphOdius sttb■ imbatns MOTSCHULSKY,  ウス ィロマ グ ノコガ ネ

3. Rhypartぇ s azttmai NAKAN],  セス ジ カ クマ グ ン コガ ネ

4,  Ma■ adera kami7ai sAVADA,  ヵ ミヤ ビ ロ ウ ドコガ ネ

5  Ma■ adera castanea ARROW,  ァ ヵ ビ ロ ゥ ドコガ ネ

6. Ma■adora secreta BR□ NSKコ , マル ガ ィタ ビ ロ ウ ドコガ ネ

7,  Gastroserica brevicOrnis LEWIS,  コ ヒグッマ ビ ロウ ドコガ ネ

● '8.  Paraserica griseaふ /10TSCHULSKY,  ハ イ ィ ロビ ロ ウ ドコガ ネ

9  SeriCa simi■ is I」 FIWI S,  ヵパ ィ ロビ ロウ ドコガ ネ

-15-



10,  Sericania ttiniCa  Ⅱ」回VIS, ナエ ドヨチ ヤイ Tコ ガ ネ

11.  Sericania sp.

sミ a■ teriattか鵜。miyakei群 の不重と考 え らオtる が、雄 t三 光 沢 があ る

ことで S.matsushitaiに 近似す角。しかし雄交尾器の有側片に歯突運

があること、前背板側縁が一様に彎局することなどで異なり、 駐
a■ t―

Ornata,s.miyakeiと は触角の片状節が 4節で、次節が全 く伸長せず、

雄に光沢がある点で異なる。

12,  Lachnosterna kiotOnensi8 BRENSKE,  ク ロ コガ ネ

13.  Lachnostorna p■ ceaミ【T]RHOUSE,  コ ク ロ コガ ネ

14.  Heptophァ ■■a piCea MOTSCHULSKY,  ナガ チ ヤ コガ ネ

15  A■■Omyrina,diChOtOma LINNコ , カ ブ トム ツ

16。   AdOre tus tentlimacti■ atus VATERHOUSE,  コイチ ヤ コ ガ ネ

17.  Mime■ a f■ avi■abris WATERHOUS],  ヒメ ス ジ ヨガ ネ

18. Mimo■ a difiCi■ iS VATERHOUS],  ツ ヤス ジ ヨガ ネ

19. Anoila■a costata HOP],  オ オス ジ ヨガ ネ

2o. Anoma■a testaceipo9 MOTSCHULSKY,  ス ジ ヨガ ネ

2と,  Anoma■ a Ctえ I)rea HOPコ ,  ドウガ ネブ イブイ

2. Anoma■ a viridana KOLBE,  ヤマ トア オ ドウガ ネ

23.  Anoma■ a rtぇ fOCttprea MOTSCHULSKY,  ヒメコガ ネ

24.  B■ itOpertha orionta■ is WATI]RHOUS],  セマ ダ ラヨガ ネ

fH)ク ワガタムン科

計
Ⅳ

・６

Ⅳ
閉

Ｖ

・４

Ｖ

２

Ｖ

愛

Ⅵ

受

Ⅵ

必

Ⅶ

・７

Ⅶ

塞
Ⅷ
・３
Ⅷ
劉

Ⅸ

ｌＣ

1 ミヤマクフガタ l 2 2 2 3 10

2 ノコギ リクワガ′ 2 1 2 1 6

3 アカアンクフガタ 1 l

4 ヨクフガタ 5 2 2 3 12
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(12)コ ガ ネムツ科

1 フチ ケ マグ ンコガ ネ

弘￨ど
Ｖ Ｖ

２． 兆1地
Ⅵ

閉

Ⅶ

・７

聰

囲
翻
13
Ⅷ
劉

Ｘ
Ｉ
計

1 l

2 ウスイロマグノコガネ 1 1

3

4

セスジカクマグソコガネ 1 5 16

カ ミヤ ピ ロ ツ ドコガ ネ 1 1 2

5 アカビロウドコガネ 3 1 1 5

6 マルガタビロウドヨガネ 1

一　
Ｈ

1

7 コ ヒグツマ ピ ロウ ドコガ ネ 9 1 3 6 拗

8 ハ イ イ ロピ ロ ウ ドコガ ネ 1 1

9 カバイロビロウ ドコガネ 2 ″
Э 1 8

10 ナエ ドコチヤイロコガネ 翻 11 2 5 1 田

11 Sor■ can■ a sュ l 1

12 ク ロコガ ネ 1 1

13 コク ロヨガ ネ 8 1 2 11

14 ナガチヤヨガネ 8 2 10

15 カ プ トム シ 1 1 2

16 コイチヤヨガネ 1 l 1 3

17 ヒメスジヨガネ 3 3 6

18 ノヤスジヨガネ 2 2

19 オオ スジ ヨガ ネ 1 1 1 2 5

20 スジヨガネ l l

21 ドウガ ネブイブ イ 2 1 3

22 ヤマ トアオ ドウガネ 1 1

男 ヒメコガネ 2 2

24 セマ グ ラヨガ ネ ￨￨ l 1 1 3
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ピロウ ドコガ ネ類 の出現期
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ヨガネムン科  飛来個体数
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類数 )の 季節的変化 と時間帯
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r考  察〕

ヨガネムツ科の総飛来個体数は 169頭 であり、平地における調査に比べ非常

に少ないように思われる。 f後述のク リを加害するヨガネムン類の発生状況を参

照 されたい。)こ れは調査地点が標高 450mで ぁるため、平地性の コガネムツ

類 rド ゥガネブイプイなど)の 飛来数が ごくわずかであつたことや、調査地の周

辺は低山性の コガネムツ類 rス ジョガネなど〕が食害するスギ、 ヒノキなどの樹

林が比較的少な く、アカマツが多 くみられることなどによるものと考えられる。

飛来種類数は 24種であり、 7月 中旬に ピークがみられる。次に種類層uに 出現期

をみると、 カバイロビロウドヨガネ・ナエ ドコチヤイロヨガネ 。SOricania 8ュ

コクロヨガネ以外は 6月 中・下旬より出現している。特にビロウドコガネ類にお

ヤ、て は SOr icani争 襦 Orica→Gastros eric抒 期 a■aderaの )1頁 で 発 生 し て い る こ

とがわかる。 さらに飛来時刻を調べると、 日没後 1時間以内が最 も個体数が多 く、

その後は漸次減少している。                  `野 村 )

`13)マ
ルハナ ノミ牙斗 HO■Odidae

種 の同定 は佐藤正孝氏にお願 い した。

1.  CyphOn interiェ leditts NAKANコ , ウスチヤマルハナノミ

2.Cyphon serytt NAKAN],ナ ガチ ビマルハナノミ

3.  Cyphon sp.

`14)ナ
ガ ドロムン科  Heteroceridao

種 の同定 は佐藤正孝氏にお願 い した。

1.  Heterocertls fenestratt19 THUNB]RG,  とタテスジナガ ドロムン

2. HOterocerus asiatictls NOMURA,  ナガ ドロムン

f15)  ドロムシ科  DryoI)idae

種 の同定 は佐藤正孝氏 にお願 い した。

1.  I]■ とと10morphtts brevicornis SHARP,  ムナ ビロツヤ ドロムン

-20-



r16)  ヒ メ ドロム ン科   ]ユnidac

この種 は我 々で 同定 した。

1.  OrdObrovia Fovetco■ ■ls SCHONFELDT,  キ スッ ミゾ ドロム ツ

r13)マ ル ハ ナ ノ ミ科

f14)ナ ガ ドロムツ科

1

2

`15)ド
ロム ツ科

1

Ⅳ

・６

Ⅳ
路

Ｖ

盟

Ｖ

塞
Ｖ
路

Ⅵ

弼

Ⅵ
％

￨

Ⅶ

・７

Ⅶ

囲

陶

・３

Ⅷ

別 鍋計
l ウス チ ヤマ ル ハ ナ ノ ミ 1 1

2 ナガチビマルハナノミ l 1

3 CyphOn s,
￨

1 1

1タテス ジナガ ドロムシ

￨
1 1ナガ ドロムツ

1

f16)と メ ドロム ン科

￨

1 1ム ナ ビ ロ ツ ヤ ドロ ム ン

1 キス ジ ミゾ ドロム ツ
￨ ￨

49 閉

1500

1000

500

キ ス ジ ミゾ ドロムンの
時刻別飛来 個体数

7母手飛

来

個

体

数

没

後

5 6

日没時刻 と飛来個体数

Ⅵ

２５

V轟

17

Ⅶ

男 発1計
0 0 0 0 0

8時 0 0 0 0 0

9時 4 0 8 1 B

10時 30 21 1416 0 1467

11時 15 3 1441 0 1蜆

12時 444 444

3謡計 49 24 削 1

時 間 2
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f考  察 )              ・,Ii     : F

マルハナノミ科・ ナガ ドロムン科・ ドロムン科 はい ずれも資料 が非常に乏 しい

ため、充分な考察は 出来ないが、飛来時刻をみると、 マルハナノミ科は 7～ 8時

に、ナガ ドロムン科 は 10時 に、 ドロムン科 は 8時 に飛来 している。

こメ ドロムン科のキスジミゾ ドロムンは調査 資料 の大要 fV。■.1,イlP併翌11)

でも述べた ように、 6月 下旬から7月 下旬にかけて多数飛来 している。飛来時刻

は 9時 30分以後 r日 没 2時間後)に 激増 し、 10時 30分に最高値を示す。 こ

のような種はガムシ科の一部にもみられ るが、いずれ も水棲甲虫にみられ ること

は興味ある問題である。                    f野 村 〕

クリを加害するコガネムシ類の発生状況

木  村    裕

クリを加害す る害 虫には非常に多 くの種が央日られているもそれ らの中で モモノ

ゴマダラノメイガ、 ネスジキノカヮガ、 ク リミガ等は果実を害 し、 フタモンマダ

ラメイガ、 キクイムン類、カミキ リムツ類 は樹幹や枝部を、ハマキムン類、 コガ

ネムン類は葉部をそれぞれ加害す る。特 に ヨガネムン類の被害は大 きく、苗木は

もちろん、成木で も丸坊主にされ ることが しば しばあ る。

筆者 は茨城 県園芸試験場において仕事の傍 ら、 1961年 より 3年間 ク リを加

害するコガ ネムン類の発生状況を調査 した結果、次のような事が判 つた。 この報

告にあた り色 々お世話になつた当場環境部長の関 口計主氏に厚 くお礼 申し上げ る。

なお筆者 は当試験場内及び千代田の誘蛾燈に飛来 す るコガネムツ類の誘殺数を

記録することによつてそれ らの出現加害時期を調べた。
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1.  ヨ ガ ネム ン  Mime■ a 8ェ)■ Ondes GYLL]NEAL f第 1図 )

コガネムンの発生は 5月 下旬より7月 下旬 まで続き、他の 3種のコガネムンよ

りかなり早 くからみられ る。又 1962年 には 6月 1半旬、 1963年 では 6月

4半旬に急激に個体数が増加している。誘殺数も他の 3種に比べて非常に少なく、

クリ園でも個体数 は少ないようである。

2.ド ウガネブイプイ An oma■a cuprea HoPコ  r第 2図 〕

ドウガネブイブイの発生は 5月 下旬より9月 下旬 までの長期間にわたり、 7月

に急激に増し、 8月 中旬でもかなりの個体数がみられる。野外では 5月 に発生す

るが、フレiム や ビユールハウスなどの加温した場所においては 3月 より出現す

るようである。又この種 は茨城県では幼虫で越冬しているようである。次種のサ

クラヨガネとともにその被害ははなはだしく、 クリの他にはスモモを非常に好み、

クリ樹の横のスモモは完全に葉を食い尽されていた。

3.  サクラヨガネ  Anom a■ a daimiana HAROLD `第 3図〕        i

サクラコガネの発生は 6月 1半旬にみられるが、 7月 中旬より8月 下旬までが

最 も多 く、 9月 になると非常に少なくなる。その被害 は 7、 8月 に前種とともに

甚大である。

4.  ヒメコガネ  Anoma■ a rtlfOctlprδ a MoTscHuLSKY r第 4図 )

ヒメヨガネの発生見日間は短か く、 7月 下旬より8月 下旬に集中し出現している。

又本種の発生個体数は非常に多いが、加害植物が大豆 f非常に好む)の ような農

作物から果樹、林木 と各方面にわたるため、前 2種ほど日立たない。

クリには上記の 4種の他、 チヤイロコガネ、 コンキヨ
・
ガネなどの加害がみられ

るが、被害はそれほど大きくない。ヨガネムンは 6月 に多 く、他の 3種は 7～ 8

月に集中的に加害する。被害が著しい時はB H CI衿剤、デナボン水和剤の散布が

最 も効果的である。
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ギミムンダマンの新しい分布資料 .(1)

植  田  謙

1.  P■ atydema taketi NAKAN], Iタ ケイキノコゴ ミムンダマツ

本種は 1948年 群馬県沼田で採集 された  1頭 で記載 され、その他の採集例

を聞かない。筆者 は奈良県春 日山においてキノ コょり本種を得たので記録 してお

く。

1♀  , Ka8攣sa, Nara Proft , HOnshtを , 8.  V■ .1961, K.Ueda ■es.

2. P■ atydoma nisropict■ m NAKAN],  ヒメオビキノヨゴミ ムングマン

原産地  赤日歌山県新宮 ,奈良県春日山.

筆者は トカラ中之島産の本種を検する事ができたので報告する。

le為 , Nakanoshima, Tokara  工8. ,12.V■■. 1961, Y.Hama ■es.

3,  P■ atydotta kttraェとla NAKAN], マ ル ツヤ キ ノ コ ゴ ヾムン グマ ン

近似種が多 いので見過 ごされ易い種であ る。分布 として本州イ近畿地方を中心

とした地域 〕、九 州 f英彦山)が知 られているが、筆者 は本州、四国、九 州ヽの各

地の標本を検 し得たので、その うちで新分布 と考 えられ るものを報告す る。

1♀  , Mt・ Tttr ttsi, ShikOk阻 , 31.V■ ■■.1960, To Shibata  ■es; 1♀ ,

Mt.Tebako, shi koktl, &V■ ■.1962, K Uedas l♀ , Tatera, Tstlshima,

31.7■■.1961, Itt Koni Shi  ■es, 1♀ , Miyanotlra, Yaktlshima, 10.V■ ■.

1961, K Ueda les.
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編 集 後 記

陽春を浴び桜のつばみもぶくらむ今日、第 2号の編集を終えました。木村、林

両幹事から再三の催足があつたのですが、校務と雑用に追われ、それに台湾への

採集旅行と、気持ばかり焦り、なかなか編集ははかどりませんでした。そんな日 、

、々先輩
~譜
氏からいただいた創刊号に対する暖かい助言と激励は非常に大きな励

みとなり、ここに第 2号を送 り出せることは大きな喜びです。

今年は本会の二会員が台湾へ遠征し、又岩湧山の灯火採集に引きつづき、奈良

での甲虫の生態観察を始めました。いずれ報文の掲載出来る日も近いと思います。

今後ともよりよい会誌として発展させて、皆様の御期待にそえるよう顔張 ります。

r編集責任者  野村記)

び い とるず   VOI1 l π 2

昭和 45年 4月 lo日 印刷 。発行

お局集者    木 村   裕 ,林   靖 彦 ,野 村 英世

発行者    大阪市阿倍野区松虫通 1-8-10
♪
       野村英世方   大阪甲虫同好会

印刷所   宙 支 館 工 房
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